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節木 三千代（ 団長 ）  厚生・産業常任委員会  行財政対策特別委員会 

杉本 敏隆（ 幹事長 ）  環境・農水常任委員会  防災・エネルギー対策特別委員会 

藤井 三恵子  総務・企業常任委員会 ( 副委員長 ) スポーツ振興特別委員会 

 

安倍政権は、集団的自衛権行使を容認した「閣議決定」を具 

体化した法案を今国会で成立させようとしています。 

この法案は「国民の命を守る」こととはまったく関係なく 

アメリカが世界で起こすどんな戦争にも自衛隊を参戦させ 

日本を「海外で戦争する国」につくり変える「戦争立法」がその正体です。「戦

争立法」反対の１点で共同を広げ、安倍政権のたくらみをストップさせましょう。 

５月１１日、「憲法を守る滋賀共同センター」は石山駅頭で宣伝をおこない、ふ

しき県議もマイクをもちました。 
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ふ     生活相談会をおこないます。 

５月２５日（月）午後２時～５時 

ふしきみちよ事務所にて 秘密厳守 

 

   

んでまいります。 

4月 14日、福井地方裁判所は「高浜原発３，４号機の運転差し止

め」の判決を下しました。５月８日（金）には、「原発再稼働反対、 

原発なくせ！」と、膳所駅から関西電力滋賀支店前まで、パレード（キンカン

行動）を行われ、参加しました。県議選後の京都新聞のアンケートによれば滋

賀県議会で原発再稼働を進めるべきが、４４人中１３名。進めない方がよいが

２２人にもなっています。自民党の中からも慎重論がでています。原発再稼働

反対、即時原発ゼロをかかげる日本共産党の役割がいよいよ重要になっていま

す。                                   （ふしき）                                                 

 

           

5月 13 日 県議選改選後の初めての召集会議が開かれました。日本共産党滋賀県議会議員団は、議会の民主的運営を求めると

ともに、県民の立場で議案審議にのぞみました。 

 ５月召集会議 

     

 

※ いっせい地方選挙の候

補者も勢ぞろい。 

 

日本共産党滋賀県議会議員団は、5月 7日、各会派に対して、「議会の民主的運営

と、議員の質問権を保障する立場で提案」をいたしました。その内容は「議会役員

は民主的に決めること、質問時間は、議員の発言時間を保障するために、現在の一

般質問、1 人年間１２０分以内を見直して、増やすこと、政務活動費での海外視察

はおこなわないこと」などです。 

ところが 5月 12日の召集会議において、議長も副議長も、監査委員も第１会派

である自民党県議会議員団が全て独占するという異常な事態となりました。議員定

数の半数にも満たしていない第１会派による独裁的支配は、議会の民主的運営を阻

害する 

 害するものであり、多数の県民の理解を得られるものではありません。日本共産党滋賀県議会議員団は、各会派（チームし

が 良知会 公明党）に党派や政策の違いを超えて、議会の民主的運営の１点で意見交流・協力・共同を計ることを 12日の

本会議終了後、申し入れをおこないました。 

また提案された議案に対して、保育の質が保障できない規制緩和や、赤字の中小企業からも税金を搾り取る道を開く外形

標準課税の導入については、ふしき県議が反対の討論にたちました。 
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